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沖
縄
県
知
事
選
挙
の
結
果
が
政
府
の
辺
野
古
基
地
建
設
の
方
針
に
あ
た
え
る
も
の
に
関
す
る
質
問
主
意
書

公
職
選
挙
法
第
一
条
で
は
、
「
こ
の
法
律
は
、
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
則
り
」
、
「
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長

を
公
選
す
る
選
挙
制
度
を
確
立
し
、
そ
の
選
挙
が
選
挙
人
の
自
由
に
表
明
せ
る
意
思
に
よ
つ
て
公
明
且
つ
適
正
に
行
わ
れ
る
こ

と
を
確
保
し
、
も
つ
て
民
主
政
治
の
健
全
な
発
達
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
こ
と
が
謳
わ
れ
て
お
り
、
選
挙
人
は
選
挙

に
よ
り
「
自
由
に
」
意
思
を
「
表
明
せ
る
」
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
「
民
主
政
治
の
健
全
な
発
達
を
期
す
る
」
も
の
で
あ
る
と

示
さ
れ
て
い
る
。

平
成
三
十
年
十
月
十
七
日
、
岩
屋
毅
防
衛
大
臣
は
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
（
沖
縄
県
宜
野
湾
市
）
の
名
護
市
辺
野
古
移
設
を

巡
り
、
辺
野
古
沿
岸
部
の
埋
め
立
て
承
認
を
撤
回
し
た
沖
縄
県
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
、
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
い
て
国
土

交
通
大
臣
に
審
査
を
請
求
し
、
撤
回
の
効
力
停
止
を
申
し
立
て
た
こ
と
を
表
明
し
た
。
岩
屋
大
臣
は
「
普
天
間
飛
行
場
の
危
険

性
除
去
と
返
還
を
一
日
も
早
く
実
現
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
」
こ
と
も
併
せ
て
表
明
し
た
。

同
日
、
沖
縄
県
の
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
沖
縄
県
庁
で
記
者
団
の
質
問
に
応
じ
、
辺
野
古
沿
岸
部
の
埋
め
立
て
承
認
の
撤
回
に

対
す
る
政
府
の
法
的
対
抗
措
置
に
つ
い
て
、
「
安
倍
総
理
や
菅
官
房
長
官
に
対
話
に
よ
る
解
決
を
求
め
た
わ
ず
か
五
日
後
に
対

抗
措
置
を
講
じ
た
国
の
姿
勢
は
、
県
知
事
選
で
改
め
て
示
さ
れ
た
民
意
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
、
到
底
認
め
ら
れ
る
も
の
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で
な
い
」
と
発
言
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

公
職
選
挙
法
第
一
条
で
い
う
「
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
則
り
」
、
「
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
を
公
選
す
る

選
挙
制
度
を
確
立
し
、
そ
の
選
挙
が
選
挙
人
の
自
由
に
表
明
せ
る
意
思
に
よ
つ
て
公
明
且
つ
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保

し
、
も
つ
て
民
主
政
治
の
健
全
な
発
達
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
の
規
定
は
、
地
方
公
共
団
体
の
首
長
の
選
挙
の

結
果
は
当
該
「
地
方
公
共
団
体
」
の
「
選
挙
人
」
の
「
意
思
」
で
あ
り
、
政
策
判
断
な
ど
に
お
い
て
軽
ん
じ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
を
政
府
や
関
係
す
る
行
政
機
関
に
要
請
す
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

二

こ
の
知
事
選
の
結
果
を
踏
ま
え
た
と
し
て
も
、
政
府
は
、
「
普
天
間
飛
行
場
の
危
険
性
除
去
と
返
還
を
一
日
も
早
く
実
現

で
き
る
よ
う
努
力
す
る
」
た
め
、
辺
野
古
へ
の
新
し
い
基
地
を
建
設
す
る
方
針
に
は
変
わ
り
は
な
い
と
い
う
理
解
で
よ
い

か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

三

九
月
三
十
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
沖
縄
県
知
事
選
で
は
、
玉
城
デ
ニ
ー
候
補
が
過
去
最
高
の
三
十
九
万
六
千
六
百
三
十

二
票
を
獲
得
し
、
三
十
一
万
六
千
四
百
五
十
八
票
を
得
た
前
宜
野
湾
市
長
に
八
万
百
七
十
四
票
の
大
差
を
つ
け
て
勝
利
し

た
。
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
が
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
知
事
選
挙
で
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
反
対
の
民
意
が
改
め
て
示
さ
れ
た

二



も
の
で
あ
る
。
防
衛
大
臣
の
行
っ
た
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
国
土
交
通
大
臣
へ
の
審
査
請
求
や
撤
回
の
効
力
停
止
の
申

し
立
て
は
、
玉
城
知
事
の
い
う
と
こ
ろ
の
、
「
知
事
選
で
示
さ
れ
た
民
意
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
、
到
底
認
め
ら
れ
な
い
」

の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

四

こ
の
知
事
選
挙
の
結
果
に
お
い
て
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
反
対
の
民
意
が
改
め
て
示
さ
れ
た
と
政
府
は
認
識
し
て
い

る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

五

こ
の
知
事
選
挙
に
お
い
て
、
玉
城
デ
ニ
ー
候
補
が
圧
勝
し
た
こ
と
は
、
政
府
の
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
名
護
市
辺
野
古
移

設
を
進
め
る
と
い
う
判
断
に
た
だ
ち
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

六

十
月
十
二
日
、
菅
官
房
長
官
は
記
者
会
見
で
、
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
が
同
日
の
安
倍
総
理
と
の
会
談
の
中
で
、
政
府
に
普
天

間
基
地
の
移
設
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
を
設
け
る
よ
う
要
請
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
沖
縄
県
と
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な

話
し
合
い
の
協
議
会
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
も
の
は
お
互
い
に
調
整
し
て
進
め
て
い
き
た
い
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、
こ
の

知
事
選
挙
に
お
け
る
民
意
の
発
現
を
受
け
止
め
る
た
め
の
新
設
の
協
議
の
場
を
設
け
る
必
要
は
な
く
、
従
来
の
枠
組
の
中
で

調
整
を
進
め
て
い
く
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


